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 要  旨 
 
最近、様々な場所に分散したサーバやストレージ、周辺機器などをネットワー
クでつないで一つの仮想組織を実現し、全体として極めて高い演算性能をもつサ
ーバや大規模なストレージシステムを構築するグリッド・コンピューティング技
術が注目されている。 
本研究では、グリッド・コンピューティング環境において、利用効率のよい資
源発見のための分散アルゴリズムを提案した。同アルゴリズムは、ユニキャスト
送信に基づいており、予約機能の追加によって、より精度よく利用者の要求に一
致する資源の発見を可能にする。ここで、資源発見に要する時間の上限は
Time-To-Live値で決定されるものとする。資源発見過程におけるフォワードパス
上で要求を満足する多数の資源が発見された場合、その中で最も適切な資源がバ
ックワードパス上で１つ自動的に選択される。その結果、利用者は要求を満足す
る利用可能な資源の大規模な一覧リストから、使用する資源を手動で選択する必
要がない。 
Foster等によるFirst-Found-First-Servedアルゴリズムと比較することによ
り、提案アルゴリズムの有効性を評価した。実験結果から、提案アルゴリズムで
は資源の選択方法により、ネットワーク資源の利用効率あるいは利用者から見た
ターンアラウンド時間のいずれかの性能を改善することができることが明らかに
なった。すなわち、要求に最も接近している属性を持つ利用可能な資源を見つけ
るアルゴリズムはネットワークにおける資源の利用効率を改善することができ
る。一方、最も高性能の利用可能な資源を見つけるアルゴリズムは、利用者から
見たターンアラウンド時間を改善することができる。 
我々のアルゴリズムの有効性は、ネットワーク中の資源の密度に依存すること
が明らかになった。豊富な資源を備えていない環境における資源発見アルゴリズ
ムは、将来の課題として残された。 
 
